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高透水性の断層の位置などの地質構造や地下施設の配置等を反映可能な性能評価モデルの構築手法を開

発し、具体的に地下施設を配した地質環境モデルを対象に現実的な性能評価モデルを作成した。 
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1. 緒言 

地層処分施設の建設地域を選定する過程で、候補地域の地質環境に対して設計された処分パネルの配置

や種々の設計オプションの比較を行うことが重要である。このため、候補地域の地質環境特性（高透水性

の断層の位置や地下水流動方向等）や、それに応じた処分坑道や連絡坑道、埋戻し材や緩衝材などの配置

や形状を陽に取り入れた現実的な核種移行評価を実施できるよう準備する必要がある。現在取りまとめ中

の NUMO セーフティケースにおいては、こうした現実的な評価を行うための性能評価モデルの構築方法に

ついて、全国の地質情報に基づいた数 km×数 km の規模（処分場スケール）の地質環境モデルとそれに対

応した施設設計から成る 3 次元モデルを対象に検討した。本発表では、その方法について報告する。 
2. パネルレイアウトを考慮した性能評価モデルの開発 

処分パネル配置を考慮した性能評価モデルの構築にあたっ

ては、解析の計算負荷やシステムを構成する要素の空間スケ

ールの違いなどの観点から、パネルを含む処分場スケールを

100m 程度の規模のニアフィールドスケール（以下、NF）と

NF の外側の処分場スケール（以下、RS）に分けて取り扱う。

NF に対しては、処分場の構成要素や割れ目ネットワークとい

った母岩特性を反映した 3 次元モデルを用い粒子追跡解析に

より粒子移行率を算出する。そして、それを異なる透水量係

数（TNFi）と存在確率（Wi）を有する複数のチャンネルを用い

て近似し、マトリクス拡散を考慮した性能評価モデルを構築

する[1]。RS については、母岩の特性のみを考慮した 3 次元モ

デルを対象とし、NF と同様に粒子追跡解析を用いて複数のチ

ャンネルを設定する。また、地下水流動方向における高透水

性の断層や各処分パネルの位置を考慮し、RS における核種移

行解析領域の境界までの距離からチャンネル長さを設定し、

RS の性能評価モデルを構築する（図 1 参照）。そして、NF の

各チャンネルから出力される核種移行率を RS の透水量係数

TRSiを有するチャンネルへ、その存在確率（Pi）に従い配分す

ることによって NF と RS のモデルを結合した処分場全体に対

する性能評価モデルを構築する（図 2 参照）。 
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図 1：深成岩類処分場での移行距離

図 2：性能評価モデルの概念 
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